
⓪事前準備：
教科書の記述を参考に、身につけるべき事項を盛り込んだ課題プリントや実験
コーナー、単元のウェブページを作成。
①1時間目：学習の計画立案
単元課題と前単元の振り返り、計画時の留意点を生徒に共有する。また、「時
間の使い方」や「学習方略」等の自己調整の観点を示す。生徒は課題一覧を
見て順番や時間配分、取り組む方法を考え計画カードに書く。
②1～4時間目：自己選択して学ぶ
生徒は計画に基づき、教科書・資料・実験コーナー・ウェブページの動画/解説/

確認問題等を選択して課題に取り組む。教師はカードを見取りながら助言をし、
質問対応では“教えすぎず”疑問点の明確化を促す。理解が難しい生徒には、
支援段階（呼びかけ→課題提示→取り組み指示等）に応じて、必要量の助
言や指導を実施することで生徒の自己解決を促す。
③毎時の最後：振り返りの記入
時間末に振り返りカードを提出。教師は「分かったこと/分からないこと/次の手
立て」を具体的に書くことを促す。また、次回の授業までにカードにコメントをつけ、
計画や振り返りの質向上につなげる。
④4時間目：到達確認
授業の後半に単元テストで学習到達度と不足点を可視化。生徒はテストの結
果をもとに、自身の取り組みの課題を把握する。
⑤5時間目：班実験で統合し、個人で考察へ
混合物の分離（蒸留）を班で実験し、結果をオクリンクプラスの実験カードに
まとめる。その後、班のカードを各自がマイボードに送り、個人で考察を記述し、
協働の知見を自分の理解に落とし込む。
⑥単元の最後：振り返り
本単元の学習の振り返りを記入し、次単元の改善につなげる。

授業部門 中学校の部 エントリーNO.4

中1理科「計画・振り返りをオクリンクプラスで毎時可視化し、
個別最適と実験協働をつなぐ単元内自由進度学習」

・計画・振り返りカードの毎時間提出とコメント循環による、学習の自己調整の可視化
・班実験の結果共有（みんなのボード）
→個人考察（マイボード送付）による、協働と個別の接続オクリンク

プラス

自由進度学習の前後アンケートでは、「授業中に計画を立てて学習できる」38.7%→67.1%、「投げ出さず
最後まで取り組む」68.9%→83.1%、「1人で学び進める授業がよい」23.9%→40.7%へ肯定が増加した。ま
た、「先を考えて行動できた」「自分たちで実験を考えられた」「自分のペースで進められた」など前向きな記述
も散見された。進め方の課題を自ら自覚し、次回の改善を言語化する姿も見られ、計画性や自己調整力
の育成、個別最適な学び・主体的態度の形成に寄与していることが示唆された。

急速な社会変化や生成 AI などデジタル技術の進展による不確実性の高まりにより、自己調整能力や自己調
整学習の重要性が高まっている。次期学習指導要領においても主体的に学びを調整する力が重視されている。
そこで、単元の一部を自由進度にし、課題・教材・実験を選べる環境整備に努めた。興味や理解度に応じて
生徒自ら学び方を選び、計画→実行→振り返り→改善を回す自己調整力を理科の学習で育むことを目指した。

①計画カード（生徒記入例）

③振り返りカード（生徒記入例）

⑤実験カード
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